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第1969 回例会 

     

                              

 
 

 

平
和
構
築
と
紛
争
予
防
月
間 

令
和
７
年
２
月
27
日
（
木
） 

会
員
卓
話 於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

     

会
員
61
名 

出
席
計
算
数 56

名
中
43
名
出
席 

出
席
率

76
・
79
％ 

前
々
回
出
席
率

83
・
02
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
大
須
な
う
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
投
票 

社
会
奉
仕
委
員
長 

田
崎 

雅
三 

★
会
員
卓
話 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
」 

指 

揮 

者 
松
本 

哲
朗 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 
玲
子 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

山
口
さ
ん
、加
藤
さ
ん
、卓
話
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。 

飯
田 

昭
夫
・
杉
本 

忠
夫 

岡
田 

尚
彦
・
丹
下 

富
博 

西
脇 

良
輔
・
西
垣
亜
矢
子 

卓
話
に
多
く
の
方
々
か
ら
温
か
い
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
貴
重
な

お
言
葉
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

伊
藤 

宗
宏 

山
口
さ
ん
、加
藤
さ
ん
、卓
話
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

木
村 

吉
伸 

会
員
卓
話
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

岡
部 

快
圓 

卓
話
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

横
井 

 

衞 

山
口
さ
ん
、加
藤
さ
ん
、卓
話
楽
し
み
で

す
。 

 
 

 
 

 
 

 

木
村 

光
徳 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

田
崎 

雅
三 

本
日
卓
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

加
藤
已
千
彦 

山
口
さ
ん
、已
千
彦
さ
ん
、お
話
楽
し
み

で
す
。 

 
 

 
 

 
 

近
藤 

明
美 

卓
話
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！ 

林 
 

順
治 

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 

尾
上 

 

昇  

 

会
長
挨
拶 

 

会
長 

飯
田 

昭
夫 

こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
世
界
的
に
著

名
な
「
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
」
に
つ
い
て
、
特

に
知
財
と
の
関
係
を
紹
介
し
ま
す
。
著

名
人
の
中
に
は
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
、

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
や
カ
ー
ネ
ル
・

サ
ン
ダ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
は
ご
承
知
の

よ
う
に
エ
ジ
ソ
ン
電
球
か
ら
始
ま
り
、

多
く
の
発
明
と
事
業
化
に
功
績
が
あ
り

ま
す
。
電
球
は
彼
の
発
明
が
世
界
最
初

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
用
化

で
き
た
点
で
評
価
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に

開
発
を
重
ね
て
い
っ
た
こ
と
で
特
許
の

世
界
で
は
有
名
で
す
。
特
許
制
度
が
あ

っ
て
彼
の
発
明
が
保
護
さ
れ
実
業
化
さ

れ
た
こ
と
は
あ
ま
り
に
有
名
で
す
。
ウ

ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
は
、
映
画
ビ
ジ

ネ
ス
で
米
国
を
繁
栄
さ
せ
た
企
業
で
あ

り
、
著
作
権
・
商
標
権
と
不
正
競
争
防
止

法
で
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
有
名
で
す
。 

そ
れ
に
対
し
、
カ
ー
ネ
ル
・
サ
ン
ダ

ー
ス
は
、
世
界
初
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

チ
ェ
ー
ン
（
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド

チ
キ
ン
）
を
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
の
レ
シ

ピ
と
圧
力
窯
だ
け
で
生
み
出
し
た
人
で

あ
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と
商
標
を
利
用
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
最
初
の
人
で
す
。
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

商
標
権
で
守
り
、
シ
ス
テ
ム
を
統
一
し

た
形
式
で
複
数
店
舗
展
開
す
る
チ
ェ
ー

ン
店
の
こ
と
を
指
し
、
様
々
な
業
種
で

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

カ
ー
ネ
ル
・
サ
ン
ダ
ー
ス
は
、
小
さ
い

と
き
か
ら
波
乱
万
丈
の
人
生
を
送
り
ま

し
た
が
、
若
い
時
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

と
し
て
熱
心
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
し

た
。
１
９
１
９
年
、
29
歳
の
時
に
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
の
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
ビ
ル

Ｒ
Ｃ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て

入
会
を
し
て
、
そ
の
後
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

州
の
コ
ー
ビ
ン
Ｒ
Ｃ
を
経
て
、
同
じ
ケ

ン
タ
ッ
キ
ー
州
の
シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
Ｒ

Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
１
９

８
０
年
、
90
歳
の
時
に
そ
の
生
涯
を
閉

じ
ま
し
た
。
彼
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
「
四

つ
の
テ
ス
ト
」
を
自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

基
本
ル
ー
ル
に
と
り
い
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。 

と
こ
ろ
で
、
今
は
あ
ま
り
見
か
け
ま

せ
ん
が
、
お
店
の
前
で
白
髪
頭
に
白
い

ス
ー
ツ
を
着
て
座
っ
て
い
る
「
カ
ー
ネ

ル
お
じ
さ
ん
」の
人
形
、あ
の
人
形
の
上

着
に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
バ
ッ
ジ
が
付
い
て

い
ま
す
。
カ
ー
ネ
ル
お
じ
さ
ん
の
人
形

は
日
本
か
ら
広
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
日

本
法
人
の
幹
部
が
、
カ
ナ
ダ
に
視
察
に

行
っ
た
時
に
、
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
し
た

人
形
が
倉
庫
に
置
い
て
あ
っ
た
の
を
見

つ
け
て
日
本
に
持
ち
帰
り
、
そ
の
人
形

を
店
頭
に
置
い
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

そ
う
で
す
。
２
０
１
８
年
６
月
ま
で
は

立
っ
て
い
る
「
カ
ー
ネ
ル
お
じ
さ
ん
」

で
し
た
が
、
疲
れ
た
で
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
２
０
１
８
年
７
月
に
ベ
ン
チ
に

腰
掛
け
た
ス
タ
イ
ル
の
像
が
製
作
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。 

今
日
は
特
許
・
ノ
ウ
ハ
ウ
（
レ
シ
ピ
）

や
商
標
に
関
係
が
あ
る
著
名
な
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。 

  

会
員
卓
話 

「
ワ
イ
ン
作
り
の
夢
が
実
現
へ
」 

 
 

 
 

山
口 

正
孝 

長
野
県
上
伊
那
郡
飯
島
町
に
て
、
令

和
３
年
春
よ
り
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
作
り
の

準
備
を
始
め
、
昨
年
秋
に
は
ワ
イ
ン
が

出
来
る
ほ
ど
の
実
を
付
け
始
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
７

月
よ
り
醸
造
所

建
設
に
着
工
し
、

本
年
２
月
に
完

成
し
ま
し
た
。

醸
造
機
器
設
置

工
事
も
進
み
、

６
月
に
は
設
備

導
入
が
全
て
完

了
し
、
併
せ
て

醸
造
免
許
取
得 

が
出
来
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

８
月
中
旬
よ

り
ブ
ド
ウ
の
仕

1690 
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込
み
を
始
め
、

来
年
３
月
に
は

待
望
の
ボ
ト
リ

ン
グ
販
売
開
始

と
な
り
ま
す
。 

夢
の
経
過
で

す
が
、
次
の
夢

が
で
き
る
ま
で

は
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
や
り
ま

す
。
応
援
し
て

下
さ
い
。
ま
た

近
く
に
お
越
し

の
折
に
は
、
お

立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。 

  

会
員
卓
話 

「
職
業
奉
仕
例
会
に
つ
い
て
」 

職
業
奉
仕
委
員
長 

加
藤
已
千
彦 

３
月
13
日
、
職
場
例
会
と
し
て
２
０

５
０
年
に
世
界
初
の
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
５
０
」
に
取
り
組
む

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
碧
南
火
力
発
電
所
の
見
学
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
本
日
は

事
前
に
内
容
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

碧
南
火
力
発
電
所
は
、
名
古
屋
市
か

ら
約
40
キ
ロ
、
衣
浦
湾
に
面
す
る
愛
知

県
碧
南
市
港
南
町
に
位
置
し
、
主
要
な

設
備
に
は
、
三
河
湾
の
青
い
海
に
浮
か

ぶ
ヨ
ッ
ト
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ

ン
が
施
さ
れ
、
色
彩
面
で
の
環
境
に
も

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
敷
地
面
積
は
約

１
６
０
万
㎡
で
、
灰
捨
地
（
埋
立
地
）
約

48
万
㎡
と
合
わ
せ
て
約
２
０
８
万
㎡
で
、

名
古
屋
ド
ー
ム
40
個
分
に
相
当
す
る

広
大
な
敷
地
に
、
発
電
所
の
主
要
設
備

で
あ
る
ボ
イ
ラ
ー
、タ
ー
ビ
ン
、発
電
機

に
加
え
、
貯
炭
場
、
灰
捨
地
、
環
境
設
備

等
の
火
力
発
電
所
特
有
の
設
備
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
３
年
（
１
９
９
１
年
）
10
月
に
１

号
機
（
70
万
kW
）
が
運
転
を
開
始
以
来
、

翌
年
６
月
に
２
号
機
（
70
万
kW
）
、
平
成

５
年（
１
９
９
３
年
）
４
月
に
３
号
機（
70
万

kW
）
が
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
今

後
の
電
力
需
要
に
対
応
す
べ
く
４
、５
号

機
の
増
設
を
進
め
、
平
成
13
年
（
２
０
０

１
年
）
11
月
に
４
号
機
（
１
０
０
万
kW
）
、

平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
11
月
に
５
号

機
（
１
０
０
万
kW
）
が
営
業
運
転
を
開
始

し
、石
炭
火
力
と
し
て
は
国
内
最
大
、世

界
で
も
最
大
級
の
出
力
４
１
０
万
kW

の
火
力
発
電
所
と
な
り
ま
し
た
。 

現
在
、
日
本
で
は
化
石
燃
料
で
の
火

力
発
電
が
電
力
需
要
の
約
８
割
を
支
え

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
国
内
の
Ｃ
Ｏ

２

排

出
量
の
約
４
割
が
火
力
発
電
に
由
来
し 

て
い
る
と
い
う
課

題
が
あ
る
た
め
、

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
２
０

５
０
年
に
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
た
め
、

ア
ン
モ
ニ
ア
の
燃

料
利
用
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
、

今
回
見
学
さ
せ
て 

い
た
だ
く
碧
南
火
力
発
電
所
で
す
。 

ア
ン
モ
ニ
ア
は
燃
え
て
も
Ｃ
Ｏ

２

が

出
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
ア
ン
モ
ニ
ア
と

石
炭
は
燃
焼
速
度
が
近
い
こ
と
か
ら
相

性
良
く
燃
え
る
た
め
、
発
電
量
は
そ
の

ま
ま
に
、
石
炭
を
ア
ン
モ
ニ
ア
に
置
き

換
え
た
分
だ
け
Ｃ
Ｏ

２

を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
現
在
の

設
備
を
使
用
し
な
が
ら
、
こ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
け
る
の
で
、
低
コ
ス
ト

か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
、
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
の
比
率
を

段
階
的
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
最

終
的
に
は
ア
ン
モ
ニ
ア
の
み
で
の
発
電

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
は
約
マ
イ
ナ
ス
33

度
に
冷
や
さ
れ
液
化
し
た
状
態
で
、
専

用
の
船
で
運
ば
れ
て
き
ま
す
。
碧
南
火

力
発
電
所
で
は
、
液
化
さ
れ
た
状
態
で

受
け
入
れ
て
専
用
タ
ン
ク
に
貯
蔵
し
ま

す
。
こ
の
タ
ン
ク
を
含
む
燃
料
ア
ン
モ

ニ
ア
設
備
に
は
、
安
全
な
運
用
が
で
き

る
よ
う
、
万
全
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。特
に
、ア
ン
モ
ニ
ア
を
漏
ら
さ
な
い

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
震
や
高

潮
・
津
波
・
洪
水
に
よ
る
設
備
被
害
を
受

け
な
い
強
固
な
安
全
設
計
を
行
う
と
と

も
に
、
機
器
故
障
や
誤
操
作
に
備
え
た

未
然
防
止
対
策
を
今
回
の
見
学
で
実
際

に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

当
日
は
、
バ
ス
で
現
地
に
行
か
れ
る

方
と
ご
自
分
の
車
で
行
か
れ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
バ
ス
で
行
か
れ

る
方
は
、
こ
の
東
急
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー

前
か
ら
９
時
40
分
出
発
予
定
で
現
地

に
参
り
ま
す
。従
っ
て
、東
急
ホ
テ
ル
の 

ロ
ビ
ー
に
９
時
30
分
過
ぎ
に
は
お
集
ま

り
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
ホ
テ
ル

を
出
発
し
１
時
間
ほ
ど
で
現
地
に
到
着

す
る
予
定
で
す
。
碧
南
火
力
発
電
所
に

隣
接
す
る
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
パ
ー
ク
の
駐
車
場

に
バ
ス
を
止
め
、
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
中
で
、
碧
南
火
力
発
電
所
の
環

境
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
説
明
い
た

だ
き
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
後
、
参
加
さ
れ
た

会
員
全
員
、
東
急
ホ
テ
ル
か
ら
乗
っ
て

き
た
バ
ス
に
搭
乗
し
、
碧
南
火
力
発
電

所
の
見
学
を
車
中
か
ら
行
い
ま
す
。
所

要
時
間
は
70
分
ほ
ど
で
す
か
ら
12
時

15
分
ま
で
に
は
終
了
す
る
予
定
で
す
。 

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
パ
ー
ク
と
は
、
環
境
を
守

り
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
り
、
社

会
に
送
り
続
け
て
い
く
。
そ
し
て
豊
か

な
暮
ら
し
と
調
和
の
と
れ
た
ク
リ
ー
ン

な
社
会
を
創
っ
て
い
く
。
生
活
を
支
え

る
碧
南
火
力
発
電
所
、
自
然
を
大
切
に

思
う
心
を
育
む‶

fo
re

st″

季
節
と
環

境
を
楽
し
む‶g

a
rd

e
n
″

新
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
学
ぶ‶m

u
se

u
m

″
 

の
４
つ

の
場
所
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
碧

南
の
自
然
豊
か
な
環
境
で
共
生
す
る
こ

の
４
つ
の
場
所
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ 

          

が
描
く
理
想
の
世
界
を
体
感
す
る
の
が
、

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
パ
ー
ク
で
あ
り
ま
す
。 

見
学
会
終
了
後
（
遅
く
と
も
12
時
30
分

ま
で
）
バ
ス
と
自
家
用
車
で
例
会
・
食
事

会
場
ま
で
各
自
ご
移
動
を
願
い
ま
す
。

会
場
は
「
ま
る
は
食
堂
り
ん
く
う
常
滑

店
」
で
、13
時
～
14
時
を
予
定
し
て
お

り
、
食
事
終
了
後
、
閉
会
で
す
。
バ
ス
で

お
越
し
の
方
は
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
ま

で
移
動
し
て
い
た
だ
き
15
時
前
に
は
解

散
と
な
る
予
定
で
す
。 

 

今
回
の
職
場
例
会
は
、な
か
な
か
見
学

す
る
機
会
が
な
い
火
力
発
電
所
の
環
境

へ
の
取
り
組
み
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
く

機
会
な
の
で
、
で
き
る
限
り
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

３
月
13
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

職
業
奉
仕
例
会 

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
碧
南
火
力
発
電
所
見
学 

集 

合 
 

Ⓐ
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

９
時
40
分 

 

Ⓑ
現
地
集
合 

10
時
45
分 

説
明
・
見
学 

 
 

 

於 

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
碧
南
火
力
発
電
所  

10
時
45
分
～
12
時
00
分  

例
会
・
食
事 

 
 

 

於 

ま
る
は
食
堂
り
ん
く
う
常
滑
店  

13
時
00
分
～
14
時
00
分   

 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

横
川 

誠
人 

深
谷 

昭
広
・
小
笠
原
和
俊 

小
澤 

幸
男
・
黒
岩 

麗
子 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


